
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 桜の花が美しく咲いて今年も春が訪れまし
た。小ヶ倉⼩学校の令和６年度が始まりまし
た。３⽉の卒業式では、保護者の方に見守ら
れながら卒業生２７名が夢と希望に向かって
本校を巣⽴っていきました。保護者・地域の
皆様をはじめ、卒業⽣を 6 年間⽀えていただ
いた⼤勢の方々に感謝申し上げます。 

さて、始業式では、4 名の転入生を迎えま
した。本⽇は、新⼊⽣２８名が仲間⼊りし、
令和６年度は、全校児童１７９名でのスター
トとなりました。また、８名の教職員を迎え、
職員体制も新たになりました。さて、新⼊⽣
はもとより、初日（始業式）には、それぞれ
進級した在校⽣も新たな出会いにワクワクと
ドキドキを胸に、特別な思いで校⾨をくぐっ
たことと思います。子供たちには、⼀年間の
学校⽣活を通して、たくさんのことを経験し、
その経験を成⻑に結び付けていってほしいと

願っています。そのために、是⾮、「新たな気
持ち」を意識して、令和６年度のスタートを
切ってほしいと思っています。気持ちが新た
になると、発⾒があります。今まで気付かな
かった友達の良いところが⾒えてきたり、当
たり前のように感じていた家族の温かい思い
を再確認できたりします。何よりも新しい⾃
分に出会うことができます。新しい気持ちで、
友達や先⽣との出会いを⼤切にしながら楽し
い学校⽣活を送っていくことでしょう。 
今年度も⼀⼈一人が安⼼して過ごせる学校

づくりと夢や思いを語ることができる子供、

⾃分や友達が⼤好きな子供を全教職員で育て
ていきたいと思っています。引き続き、今年
度も保護者の皆様、地域の皆様の温かい励ま
しと御理解・御協⼒をいただけますようよろ
しくお願いいたします。 
昨年度の着任時にも書かせていただきまし

たが、私の学校経営の柱は「子供が主役」の
学校です。すべての判断基準の第一は子供で
す。常に、「これは子供にとって良いことなの
か、最善なのか。」と考えられる小ヶ倉小学校
であり続けたいと思っています。令和 6 年度

本校のテーマは『考動（こうどう）』です。子
供の輝く瞬間を見逃さない教職員集団であり
たいと思います。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 令和 6 年度は、教職員の人事異動により、
８名が新たに加わることになりました。詳細
については、8 日（月）に配付した文書を御
覧ください。 

 
【小ヶ倉小学校スタッフ】 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

一日一日を子供の成長にとって大切な時間
の積み重ねだと考え、充実した一年間にした
いと思っています。どうぞよろしくお願い申
し上げます。 

 
 
 

 
 

こがくらだより 令和６年  ４月１０日 

長崎市立小ヶ倉小学校 

校 長  桐山 充晴 
【学校教育目標】「学ぼう 鍛おう 希望を語ろう」～心動かす～ 

第１号 

校  長   桐山  充晴 
教  頭   吉田  陽子（小島小） 
教務主任   山口   聖 
１年１組   尾上  真由 
２年１組   松尾  佳恵 
３年１組   古賀  拓海（新規採用） 
４年１組   江崎  一平 
５年１組   山田 真梨子 
６年１組   平   健太（市教委） 
かもめ組    山口  昌美 
ひばり組１   山下  佳澄 
ひばり組２  森   猶隆（大浦小） 
つぐみ組   山口   聖 
たんぽぽ広場 森岡   忍（矢上小） 
専  科   小川  由美 
少人数ＴＴ   喜多   浩（桜が丘小） 
養護教諭    成安  玲子 
事務主任    中村  和彦 

初任者指導  石橋  博道（小榊小） 
図書館司書   中本 由香理 
庁務員     山口  良二 
配膳員     松本  良子（新規採用） 
ＡＬＴ     スザンナ=カン 
ＥＥＩ 岩本ジョセフィーナ 
学校サポーター 鳥海 香織 
学校サポーター 江口 浩司 
 

ごあいさつ 令和 6 年度 小ヶ倉小学校スタッフ 

裏面あり    

特別支援教育 
支援員 

江頭  真美 

本校 2 年目になりま
した、校長の桐山でござ
います。2５名のスタッ

フ共々、お世話になりま
す。どうぞよろしくお願

いいたします。 



 
 
学期始めのこの時期に、子供たちと話して

ほしいことを記します。 
１ 夢をもつ（実現が難しそうなものでも可） 

子供たちにとって夢をもつことは大
変大切です。自分の夢をもち、意識す
ることで、物事に対する取組が少しず
つ変わってきます。 

 ２ 目標を決める（具体的に取り組めること） 

   ４月の子供たちは、入学・進級の喜
びを感じています。その時がチャンス
です。その目標に向かってチャレンジ
していくことで毎日が充実します。 

   この目標は、小さなもので構いませ
ん。小さな成功体験を積み重ねること
で自信がつきます。小さな成功をたく
さん褒めてください。 

 ３ 命の大切さ 
   多くを語らずとも、一番大切です。 
 

【通学路確認について】 
本校では、年度初めの家庭訪問を行わず、

１学期末に個人面談を実施します。 
しかし、指導上、担任等が児童の通学経路

や危険箇所などを把握することが必要ですの
で、年度初めに「通学路確認」期間を設定し
ています。 
本年度は、４月９日（火）から１２日（金）

までに「通学路確認」を行います。そのため、
この期間は木曜日課とします（９日（火）～
１２日（金）は全学年５校時授業となります。）。 

※1 年生は 11:30 頃、2～6 年生は 13:30 頃下校予定 

【個人面談について】 
令和５年度までは、夏休みに 1 度個人（保

護者）面談を実施していました。今年度から
は、その面談に加え、4 月と 12 月にも「希
望制」での面談を行います。改めて文書でお
知らせしますので御確認ください。 
【家庭からの連絡についてのお願い】 
児童の欠席等の連絡については、保護者の

方より確実に連絡をいただいています。昨年
度から tetoru の利用を行っていますので、
今後もそちらを活用し、午前７時３０分から
８時頃までの間に御連絡ください。 
児童の下校時刻や下校経路の変更等につき

ましては、連絡帳等で保護者の方から担任へ
確実に御連絡をお願いします。児童からの変
更の連絡は内容が曖昧で不確実な場合が見受
けられ、保護者の方へ再確認しなければなら
ないことがありました。必ず、保護者の方か
ら担任に御連絡ください。よろしくお願いし
ます。 

 
 
 
今年度、小ヶ倉小の子供たちに「身に付け

させたい力」とはなんだろうと考えた中で、
思い浮かんだのが、この「考動力」(これは造
語です。)です。 
「自他の良さを認め 自分で考え、行動でき

る小ヶ倉っ子」の育成を目指します。 
この教育目標を達成するために子供たちに

身に付けさせたい資質・能力を次のように考え
ています。 
☆相互尊重力…自分の良さと共に、他者の良さ

も尊重し、違いを認めながら豊
かな人間関係を築く力 

☆考  動  力…物事を自分のこととして捉え、
自ら気付き、考え、判断し行動
することができる力 

☆向  上  力…自分の可能性を信じ、常に前向
きに一つ上の自分を目指そう
とする力 

 
特に、今年は「考動力」(これは造語です)に

こだわって、自分で考え自分で行動できる子供
たちを育てることができるように全力を注ぎ
たいと思います。 
「自動(児童)運転 自動(児童)ブレーキで全

速前進！」といった感じでしょうか。様々な教
育活動において子供たちに考えさせるべき事
はじっくり考えさせ、自らの考えで行動する
(自分で運転する)場面を作り、時には自分たち
でブレーキをかけながら(自制)、学級や学校を
自分たちでより良くする実体験を数多くさせ
ていきたいと考えています。自主自律の精神を
つちかっていくことができるよう頑張ります。
御家庭の御支援もよろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

「考動力」について 

 小ヶ倉小「生活のきまり」を別紙にて配付して

います。子供たちの安全な生活のために、今一度

お子様と一緒に御確認ください。 

令和６年度 着任式・始業式の様子 


